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つ
　

　
こ
の
た
び
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
〇
二
〇
の
開
催
を
目
前
に
控
え
、
日
本
と
世
界
の
文
化
交
流
の
一
端
を
示
す
た
め
、

特
別
展
「
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
―
世
界
が
愛
し
た
近
代
の
木
版
画
―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
浮
世
絵
と
い
え
ば
、
世
界
中
の
人
々
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
美
術
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
の
葛
飾
北
斎
《
冨
嶽
三
十
六
景
　
神
奈
川
沖

浪
裏
》
は
、
世
界
で
有
名
な
美
術
作
品
の
第
二
位
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
の
名
を
含
む
浮
世
絵
は
、
世
界
の
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
日
本

の
ア
イ
コ
ン
で
あ
り
、
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
浮
世
絵
と
い
う
言
葉
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
技
法
の
双
方
の
意
味
を
含
み
ま
す
。
そ
の
技
法
に
注
目
し
た
と
き
、
似
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
使
わ

れ
る
言
葉
に
錦
絵
が
あ
り
ま
す
。
錦
絵
す
な
わ
ち
多
色
摺
木
版
画
は
、
江
戸
時
代
半
ば
に
登
場
し
、
瞬
く
間
に
流
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
浮
世

絵
と
錦
絵
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
と
と
も
に
、
浮
世
絵
／
錦
絵
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
誤

解
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
は
残
念
な
事
実
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
江
戸
時
代
が
終
わ
り
近
代
に
な
っ
て
も
、
多
色
摺
木
版
画
は
継
続
さ
れ
ま

し
た
。
他
の
版
技
法
の
受
容
に
よ
り
明
治
後
半
に
消
滅
し
か
か
っ
た
と
は
い
え
、
大
正
に
な
る
と
新
版
画
と
い
う
名
の
も
と
、
多
色
摺
木
版
画
は
さ

ら
に
新
た
な
歩
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
本
展
で
は
、
世
界
へ
発
信
さ
れ
た
近
代
の
木
版
画
の
軌
跡
を
、
版
元
と
し
て
活
動
し
た
二
人
に
焦
点
を
あ
て
て
、
近
代
の
木
版
画
の
歩
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ひ
と
り
は
幕
末
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
大
倉
孫
兵
衛
、
も
う
ひ
と
り
は
新
版
画
の
版
元
と
し
て
は
遅
咲
き
の
土
井
貞
一
で
す
。

二
人
の
版
元
に
共
通
し
た
の
は
、
海
外
市
場
を
意
識
し
た
こ
と
で
す
。
海
外
に
顧
客
を
求
め
つ
つ
、
販
売
を
通
じ
て
日
本
を
発
信
し
た
と
い
う
役
割

を
、
彼
ら
と
彼
ら
が
生
み
出
し
た
作
品
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
そ
し
て
大
正
・
昭
和
へ
、
変
質
し
て
い
っ
た
木
版
画
の
展
開
を
追
い
つ
つ
、

世
界
へ
日
本
の
美
し
さ
を
伝
え
た
多
彩
な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
蒐
集
家
土
井
利
一
氏
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
氏
を
は
じ
め
、
ご
所
蔵
家
並
び
に
ご
所
蔵
機
関
に
多
大
な
る
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
図
録
刊
行
に
あ
た
り
、
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
、
特
種
東
海
製
紙
株
式
会
社
よ
り
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
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二
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本
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。

こ
こ
に
記
し
て
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す
（
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本
書
は
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
主
催
す
る
特
別
展
「
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
　
―
世
界
が
愛
し
た
近
代

の
木
版
画
―
」
の
図
録
で
あ
る
。

本
書
に
収
録
さ
れ
る
作
品
は
、
す
べ
て
同
展
で
出
品
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
参
考
と
し
て
掲
載
し
た
作
品

や
資
料
も
含
ま
れ
る
。

会
期
中
、
展
示
替
を
お
こ
な
う
た
め
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
が
す
べ
て
同
時
に
展
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
書
に
は
、
同
展
で
参
考
出
品
さ
れ
る
作
品
は
、
収
録
し
て
い
な
い
。

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
図
版
に
付
さ
れ
た
番
号
は
、
必
ず
し
も
展
示
順
と
は
限
ら
な
い
。

本
書
は
原
則
、
当
用
漢
字
、
現
行
の
仮
名
遣
い
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
固
有
名
詞
等
に
は
旧
字
等
を
用
い
た
も
の

も
あ
る
。

一
―
一
《
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
》
の
各
作
品
の
絵
師
名
や
作
品
名
称
は
、
紙
幅
や
デ
ザ
イ
ン
の
都
合
上
、

図
版
頁
で
は
適
宜
、
割
愛
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
178
頁
以
下
の
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
所
収
作
品
目
録
を

参
照
さ
れ
た
い
。

一
―
二
～
一
三
及
び
一
五
～
一
八
は
、
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
所
蔵
、
当
館
寄
託
品
で
あ
る
。

二
―
一
三
二
、一
三
三
、一
三
六
、一
三
八
～
一
四
三
、一
四
五
～
一
四
九
、一
五
一
～
一
五
三
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ポ
ラ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
明
治
大
学
図
書
館
の
各
所
蔵
と
な
る
作
品
を
出
品
し
、
展
示
替
す
る
予
定
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
書
に
掲
載
す
る
図
版
は
、
す
べ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
前
、
太
陽
暦
へ
の
改
暦
以
前
の
月
日
、
い
わ
ゆ
る
旧
暦
は
太
陰
太
陽
暦
の
も
の
で
あ
る
。

本
展
の
企
画
は
、
角
田
拓
朗
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
　
主
任
学
芸
員
）
が
お
こ
な
い
、
総
論
他
、
本
書
の
執
筆
、

責
任
編
集
、
及
び
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
お
こ
な
っ
た
。

本
書
の
編
集
は
、
渡
邊
浩
貴
（
同
　
学
芸
員
）、
梯
弘
人
（
同
　
学
芸
員
）
が
補
佐
し
た
。

大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
所
収
作
品
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
松
崎
未
来
氏
の
協
力
を
得
た
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
図
版
の
撮
影
は
、
岸
山
浩
之
（
元
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
情
報
部
）、
井
上
久
美

子
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
情
報
部
）
が
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
所
蔵
機
関
等
よ
り
写
真
デ
ー
タ
の
提
供
を

う
け
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
2
頁
の
写
真
提
供
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
書
の
表
紙
及
び
扉
デ
ザ
イ
ン
は
、
野
島
愛
子
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
情
報
部
）
が
お
こ
な
っ
た
。

本
書
は
、
平
成
三
十
一
～
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
調
査
研
究
基
盤
研
究
（
C
）「
近
代
日
本
美
術
史
に
お

け
る
大
倉
孫
兵
衛
の
活
動
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
」（
一
九
K
〇
〇
一
八
七
　
研
究
代
表 

角
田
拓
朗
）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
に
日
本
の
木
版
画
／
錦
絵
は
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
の
か

    			



 

角
田 

拓
朗

は
じ
め
に

　

小
学
校
の
図
工
の
時
間
に
、
木
版
画
を
経
験
し
た
方
は
多
い
だ

ろ
う
。
私
も
年
賀
状
を
木
版
画
で
つ
く
る
課
題
が
小
学
校
の
頃
に

あ
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
日
本
の
伝
統
だ
と
い
う
解
説
を
、

当
時
の
教
師
か
ら
聞
い
た
記
憶
も
あ
る
。
日
本
の
伝
統
的
な
文
化

を
学
ぶ
一
環
で
、
小
学
生
な
が
ら
難
し
い
彫
刻
刀
を
使
っ
て
板
を

彫
り
、
わ
ず
か
な
時
間
で
習
熟
で
き
な
い
な
が
ら
も
摺
の
体
験
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
高
校
生
の
日
本
史
の
授
業
で
は
、

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
は
世
界
に
誇
る
日
本
美
術
だ
と
い
う
解
説
を

う
け
、
さ
ら
に
大
学
生
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
印
象
派
の
多
く
の

画
家
た
ち
が
浮
世
絵
か
ら
多
大
な
影
響
を
う
け
た
と
講
義
を
う
け

た
。
し
か
し
、
近
代
日
本
美
術
史
を
専
門
的
に
学
び
始
め
る
と
、

十
九
世
紀
末
に
一
度
、
錦
絵
は
滅
亡
に
近
い
ほ
ど
衰
退
し
た
事
実

を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
先
ほ
ど
の
よ
う
に
錦

絵
／
木
版
画
は
復
権
し
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

ひ
と
え
に
近
代
以
後
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
真
摯
な
浮
世
絵
検
証

／
顕
彰
の
結
果
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
明
治
か
ら
昭
和
に
至
る
近

代
の
木
版
画
の
展
開
を
理
解
し
な
い
こ
と
に
は
、
先
の
疑
問
を
正

確
に
解
明
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

さ
て
、
本
展
は
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
明
治

錦
絵
、
第
二
部
は
新
版
画
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
分
野
を
網
羅

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
時
代
の
版
元
ひ
と
り
ず
つ
に
焦
点
を
あ

て
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
本
展
企
画
に
寄
り
添
い
つ
つ
、

木
版
画
の
国
際
性
と
い
う
性
格
を
要
点
と
し
な
が
ら
、
こ
の
問
い

へ
の
解
の
前
段
階
を
考
察
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
治
か
ら
昭
和

戦
後
に
か
け
て
の
木
版
画
の
栄
枯
盛
衰
と
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ

た
魅
力
的
な
木
版
画
の
特
徴
を
あ
ら
わ
に
し
て
み
よ
う
。

錦
絵
の
終
焉
―
大
倉
孫
兵
衛
の
足
跡
と
と
も
に
―

　

大
倉
孫
兵
衛
（
一
八
四
三
～
一
九
二
一
）
の
多
面
的
な
活
動
は
、

経
営
者
と
し
て
の
側
面
が
大
部
分
を
占
め
る（

（
（

。
裏
方
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
し
た
孫
兵
衛
は
、「
陰
徳
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
地
味
な
存
在
と
理
解
さ
れ
て

き
た
。
し
か
も
、
彼
の
前
半
生
を
占
め
た
版
元
の
仕
事
は
全
容
が

わ
か
り
か
ね
た
。
し
か
し
、
近
年
発
見
さ
れ
た
《
大
倉
孫
兵
衛
旧

蔵
錦
絵
画
帖
》
は
、
従
来
の
人
物
像
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
、
ど

こ
ま
で
も
華
や
か
だ
。
本
作
を
概
観
し
な
が
ら
、
孫
兵
衛
の
事
跡

を
振
り
返
り
つ
つ
、
錦
絵
終
焉
の
一
端
を
考
え
て
い
こ
う
。

　

孫
兵
衛
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）、
江
戸
に
生
ま
れ
た
。

家
業
の
絵
草
紙
屋
を
継
ぎ
版
元
と
し
て
、萬
屋
の
屋
号
を
用
い
て
、

錦
絵
の
版
行
を
拡
大
さ
せ
た
。
諸
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
浮
世

絵
は
社
会
の
「
今
」
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
そ
し
て
版
元

の
役
割
は
、
当
時
の
庶
民
／
大
衆
が
興
味
を
抱
い
た
対
象
を
見
出

し
、
一
般
受
け
す
る
図
像
を
絵
師
、
彫
師
、
摺
師
の
協
同
で
完
成

さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
材
料
や
資
金
の
調
達
、
そ
し

て
販
路
の
確
保
も
担
っ
た
。
い
ず
れ
の
仕
事
に
も
秀
で
る
こ
と
が

版
元
に
は
要
求
さ
れ
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
錦
栄
堂

を
興
し
、
錦
絵
ば
か
り
で
な
く
版
本
類
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
出
版
業
が
、
孫
兵
衛
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
根
幹

に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
経
歴
か
ら
明
ら
か
だ
。

　

孫
兵
衛
の
転
機
は
開
港
間
も
な
い
横
浜
に
出
向
き
、
森
村
市
左

衛
門
（
一
八
三
九
～
一
九
一
九
）
と
出
会
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
孫

兵
衛
は
森
村
と
通
じ
合
い
、
彼
の
妹
を
妻
に
迎
え
森
村
の
事
業
を

手
伝
い
は
じ
め
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
正
式
に
「
森
村
組
」

に
参
画
し
た
。
森
村
は
日
本
よ
り
富
に
あ
ふ
れ
た
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
を
相
手
に
商
売
す
る
こ
と
を
決
め
、
雑
貨
輸
出
商
を
は
じ
め

る
。
同
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
、
市
左
衛
門
の
弟
で
あ
る
豊ト
ヨ

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
日
の
出
商
会
森
村
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
を
設
立

し
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
た
商
品
を
販
売
し
始
め
た
。
同
店
の
最
初

期
の
重
要
な
商
品
が
、
孫
兵
衛
に
よ
る
輸
出
用
錦
絵
だ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
存
在
こ
そ
、
本
稿
冒
頭
で
の
問
い
、
木
版
画
の
今
日
の

復
権
の
ひ
と
つ
の
解
と
な
る
国
際
的
な
評
価
に
つ
な
が
る
。

　

先
行
研
究
に
於
い
て
孫
兵
衛
の
版
元
と
し
て
の
活
動
は
、
徐
々

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
輸
出
用
錦
絵
の
実
態
に
つ
い

て
は
不
明
な
時
代
が
長
く
続
い
た（

（
（

。
し
か
し
、
本
展
で
紹
介
す
る

《
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
》
画
帖
一
に
あ
る
作
例
、
ま
た
孫

兵
衛
自
身
の
書
付
や
貼
紙
を
読
む
こ
と
で
実
態
解
明
に
大
き
く
近

づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
書
付
に
は
、
明
治
十
年
代
半
ば
以
後
、
輸

出
用
の
錦
絵
、「
掛
物
」
と
孫
兵
衛
自
身
が
称
し
て
い
る
一
群
を

輸
出
し
、
莫
大
な
利
益
を
得
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
本
頁
下
段
参

照
）。
掛
物
と
呼
ば
れ
る
作
例
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
、
五
点
の
作

品
に
は
二
代
目
歌
川
国
明
（
一
八
三
五
～
八
八
）
の
名
と
「
御
届

明
治
十
一
年
四
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
錦

絵
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
書
付
や
森
村
組
の
活
動
な
ど
を
総
合

し
て
考
え
る
と
、
こ
の
絵
師
の
名
が
入
っ
て
い
る
作
が
輸
出
用
の

最
初
期
の
作
例
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
絵
師
や
御
届
年
月
の
記
載

が
な
い
作
は
、
画
帖
の
貼
付
順
な
ど
か
ら
考
え
、
以
後
の
制
作
が

大
半
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
作

品
の
各
部
分
を
見
る
と
、
花
鳥
も
美
人
も
、
い
ず
れ
も
ど
こ
か
で

誰
か
が
描
い
た
か
た
ち
に
似
通
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
既
存
の
形

を
寄
せ
集
め
て
輸
出
用
の
錦
絵
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
、
版
元
大

倉
孫
兵
衛
の
仕
事
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
無
名
性
が
か

え
っ
て
、
版
元
孫
兵
衛
の
存
在
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
利
益
は
森
村
組
を
支
え
、
そ
れ
を
元
に
着
手
し

た
新
た
な
事
業
が
陶
磁
器
の
生
産
と
輸
出
だ
っ
た
。
既
に
幕
末
以

来
花
形
の
輸
出
商
品
だ
っ
た
陶
磁
器
に
目
を
つ
け
た
市
左
衛
門
と

孫
兵
衛
は
、
単
な
る
輸
出
商
で
は
な
く
、
い
わ
ば
メ
ー
カ
ー
と
し

て
事
業
を
は
じ
め
た
の
が
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
最
初
期
の
事
例
と
し
て
わ
ず
か
に
遺
る
作
例
を
見

る
と
、
掛
物
型
の
錦
絵
の
意
匠
に
通
じ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ

れ
よ
う
。
花
鳥
の
余
白
を
用
い
た
バ
ラ
ン
ス
や
錦
絵
の
枠
と
陶
磁

器
の
縁
取
り
な
ど
、
共
通
し
た
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能

だ（
（
（

。
注
目
す
べ
き
は
、『
楳
嶺
百
鳥
画
譜
』（
明
治
十
四
年
、錦
栄
堂
）

ほ
か
輸
出
に
見
合
っ
た
画
譜
を
出
版
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
森
谷

美
保
氏
ら
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
森
村
組
に
よ
る
初
期
の
輸
出
陶

磁
器
制
作
に
お
い
て
、
孫
兵
衛
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

の
存
在
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
え
る（

（
（

。

　

出
版
業
と
製
陶
業
の
両
面
で
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
活

動
し
た
明
治
十
年
代
の
孫
兵
衛
で
あ
る
が
、
次
第
に
事
業
の
整
理

を
試
み
た
と
年
表
的
に
は
理
解
さ
れ
る
。
出
版
業
に
つ
い
て
言
え

ば
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
錦
栄
堂
を
改
称
し
、
萬
屋
と

も
あ
わ
せ
て
一
本
化
し
て
大
倉
書
店
を
創
業
し
た
。
錦
絵
や
絵
草

紙
の
出
版
を
一
括
統
合
し
、
新
た
な
近
代
出
版
社
へ
と
変
貌
し
て

い
く
。
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
同
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

に
創
業
さ
れ
た
大
倉
洋
紙
店
（
当
初
は
大
倉
孫
兵
衛
洋
紙
店
と
称
す
。

現
在
の
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
）
の
存
在
で
あ
る（

（
（

。
多
方
面

か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
書
店
と
並
ん
で
洋
紙
業
を
開

始
し
た
こ
と
は
、
国
民
の
嗜
好
が
変
化
し
、
将
来
的
に
爆
発
的
な

需
要
が
見
込
ま
れ
る
と
時
代
の
風
を
読
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
養
嗣
子
な
ど
に
経
営
の
実
権
を
委
ね
て
い
た
と
は
い
え
、
そ

の
創
業
や
最
初
期
の
経
営
に
孫
兵
衛
が
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と

は
想
像
に
容
易
い
。
つ
ま
り
、
明
治
二
十
年
代
初
頭
に
は
石
版
画

が
大
衆
印
刷
物
と
し
て
一
般
的
に
な
る
な
ど
、
錦
絵
・
書
籍
業
界

の
変
化
が
眼
前
に
迫
っ
た
頃
の
事
業
整
理
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
の
日
清
戦
争
が
、
錦
絵

の
最
後
の
隆
盛
の
時
期
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
錦
絵
終
焉
後
の
孫
兵
衛
の
活
動
に
も
少
し
触

れ
て
お
き
た
い
。
先
行
研
究
で
彼
の
経
営
者
の
側
面
が
強
調
さ

れ
て
き
た
理
由
は
、
実
の
と
こ
ろ
こ
の
時
代
以
後
の
履
歴
を
重

視
す
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孫
兵
衛
の
還
暦
以
後
の
年
表
を

記
す
と
、
い
く
つ
も
の
企
業
設
立
と
そ
の
経
営
に
関
わ
っ
た
と

【
１
】

〇
此
掛
物
之
摺
物
は
、
明
治
之
初
年
ニ
森
村
組
の
売
店
を
米
国
に
出
セ
し

時
ニ
、
み
セ
の
売
物
之
一
つ
と
し
て
販
売
セ
し
掛
物
に
し
て
送
り
し
、
此

頃
は
米
国
に
て
も
此
錦
絵
の
珍
ら
し
き
物
ニ
付
非
常
ニ
よ
く
売
れ
、
政
紙

三
枚
次
ノ
掛
物
に
て
二
弗
及
二
弗
半
ニ
売
た
り
。
依
而
大
小
種
々
作
り
大

い
ニ
販
売
せ
し
。
是
が
米
国
へ
み
せ
を
出
し
た
る
時
、
始
め
の
内
之
商
売

物
な
り
し
。
其
時
分
日
本
製
之
諸
雑
貨
、
古
道
具
之
上
物
、
滑
陶
物
等
仕

入
送
り
た
る
が
始
め
な
り
し
も
、
今
日
は
六
、七
百
万
弗
之
商
内
す
る
様

ニ
成
り
し
も
、
其
道
を
尋
る
と
極
微
々
た
る
物
な
り
し
も
、
人
は
精
心
を

以
て
お
こ
た
ら
す
す
る
時
は
成
功
疑
な
し
。
ま
だ
〳
〵
是
か
ら
が
人
間
之

為
ス
時
成
る
べ
し
。

【
２
】

此
の
丸
政
紙
二
枚
続
キ
の
画

は
、
明
治
十
一
年
米
国
江
始
メ

て
錦
画
の
掛
物
を
作
り
売
り
出

せ
し
物
に
て
、
此
二
枚
続
キ
の

画
に
紙
表
具
を
し
て
、
凡
二
十

銭
位
に
揚
り
た
る
物
米
国
に
て

二
弗
五
十
仙
売
り
出
し
、
非
常

ニ
沢
山
売
し
物
也
。
此
時
分
は

こ
ん
な
事
か
商
売
な
り
し
。
此

外
古
道
具
を
売
り
て
送
り
りママ
商

売
し
て
居
り
し
。

参考

森村組創立者たち

前列左が大倉孫兵衛。その右隣、前列

中央が森村市左衛門、その右が廣瀨實
榮。後列左から、森村開作、村井保固、

大倉和親。

画像提供

株式会社ノリタケカンパニーリミテド
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理
解
さ
れ
る
。
先
に
も
挙
げ
た
大
倉
書
店
や
大
倉
洋
紙
店
も
今
日

ま
で
後
継
企
業
が
存
在
し
、
ま
た
製
陶
業
で
は
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）に
日
本
陶
器
合
名
会
社（
現（
株
）ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー

リ
ミ
テ
ド
）
の
創
立
に
尽
力
し
、
そ
し
て
現
在
の
T 

O 

T 

O 

株
式

会
社
（
日
本
陶
器
合
名
会
社
か
ら
大
正
六
年
に
独
立
）
や
日
本
ガ
イ

シ
株
式
会
社
（
日
本
陶
器
合
名
会
社
か
ら
大
正
八
年
に
独
立
）
の
創

業
に
も
関
与
し
た
。
孫
兵
衛
の
履
歴
を
起
こ
す
と
き
、
こ
の
よ
う

に
社
名
を
列
記
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
性
格
は
弱
ま
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
以

後
、
孫
兵
衛
は
そ
の
類
の
活
動
を
終
え
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　

さ
ら
な
る
推
論
と
な
る
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。
確
か
に
、

多
角
化
す
る
事
業
が
多
忙
な
た
め
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

の
活
動
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
視
察
し
た
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万

国
博
覧
会
の
衝
撃
が
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、

同
万
博
は
画
家
や
工
芸
作
家
ら
の
方
向
性
の
転
換
に
大
き
く
作
用

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
大
倉
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
閣
龍
世
界

博
覧
会
美
術
品
画
譜
』
に
も
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
脱
し
つ
つ
あ

る
海
外
の
デ
ザ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
孫
兵
衛
も
ま
た
同
万
博
を

実
見
し
、
そ
の
直
後
、
デ
ザ
イ
ン
の
す
べ
て
を
ア
メ
リ
カ
在
住
の

日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
委
ね
、「
洋
風
画
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
森
村

組
の
絵
付
け
を
転
向
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。
こ
の
方
向
転
換

に
つ
い
て
、
孫
兵
衛
を
主
語
に
再
考
す
る
と
、
自
身
の
デ
ザ
イ
ン

の
限
界
を
直
感
し
、
新
た
な
需
要
へ
の
対
応
を
ア
メ
リ
カ
在
住
の

若
い
世
代
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
身
の
モ
ノ
作
り
の
欲
望
を
、
孫
兵
衛
が
完
全
に
捨
て
去
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
推
論
を
補
強
す
る
の
が
、
大
倉
陶

園
の
存
在
で
あ
る
。

　

大
倉
の
名
を
冠
し
た
陶
器
業
を
新
た
に
興
す
計
画
が
表
明
さ
れ

た
の
が
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
だ
っ
た
。
翌
年
に
私
費
で
設

立
し
た
が
、
同
十
年
（
一
九
二
一
）
に
孫
兵
衛
は
没
し
て
し
ま
い
、

初
窯
作
品
を
見
る
こ
と
も
叶
わ
な
か
っ
た
。今
も
っ
て
知
ら
れ
る
、

白
く
つ
や
や
か
な
肌
合
い
の
高
級
陶
磁
器
を
考
え
る
と
、
明
治
半

ば
頃
の
輸
出
陶
磁
器
、
そ
し
て
洋
風
へ
転
向
し
た
後
の
日
本
陶
器

の
作
風
と
も
大
き
く
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
初
期
の
孫
兵
衛
の

錦
絵
と
も
異
な
る
。
初
窯
作
品
は
孫
兵
衛
没
後
一
年
の
と
き
で
も

あ
り
、
そ
の
時
系
列
か
ら
考
え
て
も
、
孫
兵
衛
と
大
倉
陶
園
の
デ

ザ
イ
ン
に
は
何
ら
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

諸
氏
も
そ
の
創
立
か
ら
想
像
す
る
よ
う
に
、
私
も
孫
兵
衛
の
モ
ノ

作
り
へ
の
強
い
意
志
を
認
め
た
い（

（
（

。「
独
業
」
で
実
現
で
き
る
ほ

ど
に
経
済
資
本
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
な
く
、
晩
年
の
「
道
楽
」
で

も
な
く
、
焦
点
は
あ
く
ま
で
「
美
術
陶
器
」
を
作
り
た
い
と
い
う

執
念
だ
ろ
う
。
海
外
を
意
識
す
る
と
は
い
え
、
海
外
由
来
の
デ
ザ

イ
ン
で
は
な
く
、
西
洋
列
強
と
比
肩
す
る
生
地
と
デ
ザ
イ
ン
の
国

内
生
産
の
確
立
こ
そ
、
孫
兵
衛
が
た
ど
り
着
い
た
事
業
だ
っ
た
。

今
日
の
大
倉
陶
園
の
歩
み
を
見
る
と
、
木
版
画
と
は
別
の
道
と
は

な
っ
た
が
、
孫
兵
衛
の
強
い
思
い
と
そ
の
継
承
し
た
人
々
の
真
摯

さ
に
胸
が
う
た
れ
よ
う
。

新
版
画
―
土
井
貞
一
を
軸
と
し
な
が
ら
―

　

新
版
画
は
、
多
く
の
展
覧
会
や
出
版
に
よ
り
、
こ
の
十
年
あ
ま

り
で
一
挙
に
知
名
度
を
高
め
た（

（
（

。
し
か
し
そ
れ
以
前
は
、
国
内
で

の
評
価
は
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。
現
在
の
流
行
を
考
え
る
と
不

思
議
だ
ろ
う
が
、
本
図
録
所
収
の
土
井
利
一
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
ひ
と
つ
の
証
言
と
な
り
理
解
さ
れ
よ
う
。
新
版
画
も
ま
た
近
世

の
浮
世
絵
同
様
、
近
年
に
な
っ
て
海
外
の
評
価
が
逆
輸
入
さ
れ
、

そ
の
評
価
が
安
定
し
つ
つ
あ
る
段
階
と
い
え
る
。

　

本
稿
が
概
観
し
た
い
の
は
、
木
版
画
が
明
治
末
頃
ま
で
に
一
度

廃
れ
、
そ
し
て
再
評
価
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
前
節
で
は
、
明

治
二
十
年
代
末
に
近
世
以
来
の
継
続
性
が
一
度
途
切
れ
る
様
子

を
、
大
倉
孫
兵
衛
を
事
例
に
指
摘
し
た
。
そ
の
危
機
感
を
機
敏
に

感
じ
取
っ
て
、
美
術
研
究
雑
誌
『
國
華
』
が
木
版
多
色
摺
図
版

を
採
用
す
る
な
ど
細
々
と
し
た
支
援
は
存
在
し
た
が
、
版
種
の
多

様
化
そ
し
て
大
量
印
刷
の
社
会
的
要
請
か
ら
、
木
版
画
は
印
刷
の

主
役
の
座
か
ら
下
り
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
確

に
指
摘
し
、
次
代
の
再
興
を
促
し
た
の
が
、
日
本
画
家
鏑
木
清
方

（
一
八
七
八
～
一
九
七
二
）
だ
っ
た
。
彼
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

に
著
し
た
一
文
は
、
明
治
後
半
か
ら
大
正
初
頭
に
至
る
ま
で
の
木

版
印
刷
の
衰
退
を
概
略
し
、
古
い
錦
絵
の
模
刻
で
は
な
く
、
摺
師

と
絵
師
が
新
た
な
思
想
と
感
性
で
新
た
な
版
画
を
つ
く
る
必
要
性

を
訴
え
て
い
る（

（
（

。
そ
の
後
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
訴
え
は
、
版
元
渡
邊
庄
三
郎
に
よ
る
新
版
画
の
開
始

を
予
見
し
、
声
援
す
る
一
文
だ
っ
た
と
読
め
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
の

弟
子
で
あ
る
伊
東
深
水
、
川
瀬
巴
水
ら
こ
そ
、
新
版
画
を
支
え
た

絵
師
た
ち
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

さ
て
、
本
展
は
数
あ
る
新
版
画
の
展
覧
会
と
は
、
視
点
を
や

や
変
化
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
版
画
を
興
し
た
渡
邊
版

画
店
（
現
渡
邊
木
版
美
術
画
舗
）
の
活
動
に
焦
点
を
お
く
の
で
は

な
く
、
土
井
版
画
店
そ
し
て
同
店
の
主
要
作
家
で
あ
る
土
屋
光

逸
（
本
名
佐
平
、
一
八
七
〇
～
一
九
四
九
）
と
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト

（N
oël N

ouët

、
本
名
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
＝
ア
ン
ジ
ェ
ス
・
ヌ
エ
ッ
ト
、
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【
画
帖
の
形
態
、
本
図
録
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
】

　

画
帖
は
、「
錦
絵　

第
壱
函
」
と
題
簽
が
貼
ら
れ

た
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
木
箱
に

収
納
さ
れ
て
い
る
画
帖
は
七
冊
、
他
の
箱
は
現
在
の

と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　

画
帖
は
、
題
簽
が
貼
っ
て
あ
る
方
を
「
表
紙
」
と

し
た
。
そ
れ
か
ら
右
開
き
で
展
開
す
る
側
を
「
表
」、

ま
た
そ
の「
裏
表
紙
」か
ら
右
開
き
と
な
る
側
を「
裏
」

と
考
え
、
そ
の
裏
表
紙
か
ら
順
に
配
列
し
た
。
画
帖

五
の
連
番
な
ど
を
考
慮
し
て
、
以
上
の
開
き
と
順
序

が
本
図
録
掲
載
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
図

録
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
画
帖
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
見

や
す
さ
を
考
慮
し
、
決
定
し
た
。
順
序
な
ど
の
詳
細

は
各
画
帖
冒
頭
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

画
帖
を
閉
じ
た
状
態
が
お
よ
そ
大
判
錦
絵
（
タ
ト

ウ
外
寸
縦
三
七･

四
糎
、
横
二
五
・
八
糎
）
の
大
き

さ
だ
が
、
上
下
左
右
を
裁
ち
落
と
し
て
各
図
が
貼
り

込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
三
枚
続
な
ど
必
ず
し
も
絵
柄

が
正
確
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

①

⑨

⑧

⑦ ⑥

⑤

④ ③ ②

画
帖
一
の
両
面
に
貼
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
輸
出

用
の
錦
絵
で
あ
る
。
本
図
録
総
論
な
ど
で
も
言
及
し

た
通
り
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
錦
絵
の
存
在
に
よ
り
、

版
元
大
倉
孫
兵
衛
の
具
体
像
は
さ
ら
に
肉
付
け
さ

れ
、
あ
る
い
は
よ
り
鮮
や
か
に
描
き
変
え
ら
れ
る
可

画
帖
画
帖  

一一  

表表

能
性
さ
え
あ
る
。孫
兵
衛
自
身
が
本
画
帖
の
表
紙
裏
の
見
返
し
部
分
に
記
し
た
書
付
、

ま
た
中
に
貼
り
込
ん
だ
書
付
に
よ
り
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
錦
絵
が
主
に
輸
出
用
で

あ
る
こ
と
、「
掛
物
」
と
称
し
た
こ
と
、
表
装
し
販
売
し
た
こ
と
、
明
治
十
年
代
半

ば
以
後
大
き
な
利
益
を
上
げ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
（
7
頁
参
照
）。
そ
の
多
く

が
花
鳥
や
美
人
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
そ
れ
ら
を
と
り
あ
わ
せ
た
構
成
自
体
は
、
さ
ほ

ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
モ
チ
ー
フ
の
寄
せ
集
め
の
よ
う
な
感
が
あ

る
。
絵
師
の
名
や
発
行
年
も
示
さ
れ
ず
、
こ
こ
に
輸
出
用
の
大
倉
孫
兵
衛
に
よ
る
印

刷
で
あ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
鮮
明
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
モ
チ
ー
フ
選

択
は
や
や
怠
慢
な
一
方
で
、
彫
と
摺
の
技
術
は
爛
熟
し
た
明
治
の
最
高
品
質
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。
メ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
よ
り
も
表
装
と
な
っ
て
い
る
枠
、
模
様
の
部

分
に
各
錦
絵
の
見
所
が
あ
り
、
独
立
し
て
千
代
紙
の
よ
う
な
作
品
も
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
濃
密
な
色
彩
と
充
填
さ
れ
た
細
部
モ
チ
ー
フ
は
、
孫
兵
衛
固
有
の
造
形
感
覚

と
指
摘
可
能
で
あ
り
、
後
年
の
輸
出
用
陶
磁
器
に
も
活
か
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
倉
孫
兵
衛
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）、
絵
草
紙
屋
「
萬

屋
」
の
二
代
目
大
倉
四
郎
兵
衛
の
息
子
と
し
て
江
戸
四
谷
伝
馬
町

に
生
ま
れ
た
。
十
代
の
頃
は
、
同
じ
く
地
本
問
屋
だ
っ
た
芝
の
内

野
弥
平
次
商
店
に
年
季
奉
公
に
出
て
い
た
と
い
う
。
兄
が
萬
屋
を

継
い
で
い
た
が
、
孫
兵
衛
も
ま
た
絵
双
紙
屋
を
手
伝
い
始
め
、
下

に
示
す
と
お
り
、
早
く
は
慶
応
年
間
か
ら
錦
絵
の
版
行
を
は
じ
め

た
。
兄
が
萬
屋
を
継
い
だ
も
の
の
、
本
人
も
ま
た
萬
屋
を
屋
号
と

し
、差
し
金
山
形
を
万
の
字
の
上
に
組
ん
だ
版
元
印
か
ら
、「
鍵
万
」

と
も
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
萬
孫
」
と
も
称
さ
れ
た
。

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
日
本
橋
通
一
丁
目
に
版
本
類
出
版

を
主
と
す
る
「
錦
栄
堂
」
を
興
す
。
た
だ
し
、
錦
栄
堂
を
版
元
印

に
使
用
し
た
事
例
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
版
元
表
記
に
は
出
版

人
と
し
て
氏
名
が
記
さ
れ
た
作
例
が
多
い
。
先
行
研
究
で
ま
と
め

ら
れ
た
孫
兵
衛
版
行
の
錦
絵
目
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
を
最
後
に
新
作
の
版
行
は
確
認
さ
れ
ず
、
こ
の
頃
錦

絵
事
業
か
ら
撤
退
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
要
因
に
は
、
社
会

的
な
意
味
で
の
錦
絵
の
役
割
の
終
焉
、
大
倉
書
店
や
大
倉
洋
紙
店

な
ど
他
の
事
業
の
活
発
化
、
そ
し
て
孫
兵
衛
自
身
の
輸
出
陶
磁
器

へ
の
情
熱
の
傾
倒
な
ど
、
複
数
が
考
え
ら
れ
る
。

【主要版元表記】
①慶応 3 年　
②明治 5 年　　
③明治 8 年　　
　　　　　　
④明治 8 年　　
　　　　　　
⑤明治 10 年  　
　　　　　　
⑥明治 14 年　
⑦明治 17 年　
⑧明治 22 年　
⑨明治 23 年　　

　
　
　
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
　
画
帖
一
　
輸
出
用
錦
絵

画帖四　騎兵隊散兵大調練之図
画帖二　東京名所三十六戯撰　京はし　
画帖五　徳川十五代記略　
　　　　秀忠公女使を送り給ふ図
画帖五　徳川十五代記略　
　　　　慶應五年五月十五日東叡山戦争之図
画帖五　大日本物産圖會　
　　　　甲斐国葡萄培養図
画帖四　雪月花の内　桜花遊覧
画帖四　北京夢枕
画帖六　大日本史略図会　一百朝鮮事変
画帖二　開化好男子　

参考　大倉孫兵衛肖像写真

画像提供：大倉精神文化研究所

No.1―1―1（1）　左：全図　上：部分拡大
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大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
　
画
帖
五
　
大
日
本
物
産
図
会

参考　明治 20 年前後の大倉書店　　
画像提供：大倉精神文化研究所

参考　明治 30 年代の大倉書店と大倉洋紙店
出典：『廿世紀之東京』出版協会、明治 39 年
画像提供：中央区立京橋図書館

　

画
帖
五
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
大
日
本
物
産

図
会
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
二
丁
掛
の

中
判
錦
絵
と
や
や
小
ぶ
り
な
画
面
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
な
か
に
細
か
く
人
物
や
景
物
が

描
き
込
ま
れ
た
意
図
は
、
全
国
の
物
産
を
網

羅
的
に
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
明
治
初

頭
の
国
力
を
総
覧
す
る
だ
め
で
あ
っ
た
。
こ

の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
が
、
上
に
示
す
一

―
一
―
五
（
13
）
⑥
「
東
京
錦
絵
製
造
之
図
」

で
あ
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
制
作

さ
れ
た
本
作
が
、孫
兵
衛
の
錦
栄
堂
の
店
先
、

厳
密
に
は
そ
う
で
な
く
と
も
、
孫
兵
衛
や
絵

師
三
代
歌
川
広
重
ら
が
若
い
頃
か
ら
実
体
験

し
て
き
た
、
錦
絵
制
作
の
現
場
、
そ
の
絵
双

紙
屋
の
店
頭
を
描
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
店
か
ら
、
の
ち
の
大
倉
書
店
へ
と

発
展
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

画
面
は
、
店
の
奥
か
ら
店
頭
を
見
る
か
の

よ
う
な
視
点
で
あ
り
、
ま
さ
に
錦
絵
を
制
作

す
る
工
程
が
見
て
取
れ
る
。
団
扇
を
貼
る
女

性
た
ち
は
内
職
が
主
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
華

や
ぎ
を
添
え
る
た
め
に
あ
え
て
描
き
込
ま
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絵
画
的
な
操
作
が
あ

る
た
め
現
実
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
で
も
往
事
の
錦
絵
制
作
の
勢
い
が

素
直
に
感
じ
取
れ
る
。
画
面
奥
、
錦
絵
を
見

上
げ
る
人
物
が
実
に
楽
し
げ
だ
。

　

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
よ
く
売
れ
た
よ

う
で
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
含
ま
れ
て
も
い
る
。
画

帖
一
に
あ
る
輸
出
用
錦
絵
ば
か
り
で
な
く
、

通
常
の
国
内
向
け
作
品
や
江
戸
期
の
改
版
作

品
も
国
外
へ
渡
り
、「
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ

形
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

No.1―1―5（13）⑰No.1―1―5（13）㉑

No.1―1―5（13）⑱No.1―1―5（13）㉒

No.1―1―5（13）⑲No.1―1―5（13）㉓

No.1―1―5（13）⑳

上：No.1―1―5（13）⑥
　　部分拡大
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陶
磁
器
へ
の
情
熱
―
日
本
陶
器
合
名
会
社
か
ら
大
倉
陶
園
へ
―

　

孫
兵
衛
が
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
非

凡
だ
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
の
分
野
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
平
面
と
立
体
と
い
う
形
態
や
メ
デ
ィ
ア
、

国
内
と
国
外
の
市
場
を
ま
た
ぎ
、
世
代
を
超

え
、
自
身
の
美
意
識
を
大
切
に
し
つ
つ
、
さ
ら

に
利
益
追
求
の
た
め
に
自
身
の
思
考
を
脇
に
よ

け
る
こ
と
が
で
き
た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

柔
軟
性
は
、
ま
さ
に
多
く
の
絵
師
や
職
人
を
駆

使
し
な
が
ら
、
日
々
、
大
衆
と
接
し
て
い
た
錦

No.1―20　

色絵金彩薔薇文蓋付飾壺

右図：正面

左図：背面

参考　錦窯組（専属画付工場）　明治 42 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像提供：株式会社ノリタケカンパニーリミテド

参考　日本陶器合名会社本社工場　明治 37 年
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川
瀬 

巴
水

98

川
瀬
巴
水

川
瀬
巴
水

　

川
瀬
巴
水
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
現

在
の
東
京
都
港
区
に
生
ま
れ
た
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）、
鏑
木
清
方
に
入
門
し
た
。
清
方
は
歌
川

国
芳
―
月
岡
芳
年
―
水
野
年
方
と
い
う
浮
世
絵
の
系
譜

に
列
な
る
日
本
画
家
で
、
当
時
中
堅
格
で
あ
り
、
挿
絵

の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
巴
水
は
、

清
方
一
門
に
よ
る
郷
土
会
第
四
回
展
（
大
正
七
年
）
に

兄
弟
子
伊
東
深
水
が
出
品
し
た
渡
邊
版
画
店
に
よ
る
木

版
画
《
近
江
八
景
》
に
強
い
刺
激
を
受
け
、
新
版
画
の

制
作
へ
と
向
か
う
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、『
旅
み

や
げ
』
第
一
集
を
版
行
し
、
新
版
画
の
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
。
以
後
、
各
地
を
旅
し
、
制
作
を
重
ね
、

風
景
版
画
の
分
野
で
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
。
巴
水
の

制
作
発
表
は
、
新
版
画
の
成
長
と
軌
を
一
に
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

　

渡
邊
版
画
店
版
行
の
作
品
、
た
と
え
ば
「
東
京
十
二

題
」
な
ど
が
つ
と
に
有
名
で
あ
る
が
、
他
の
版
元
の
作

品
も
多
い
。
土
井
版
画
店
の
も
と
で
制
作
し
た
の
は
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
紹
介
し
た
光
逸
が
貞
一
の
も

と
で
始
動
す
る
前
の
こ
と
と
な
る
。
確
か
に
作
品
を

見
る
と
、
渡
邊
版
画
店
で
示
さ
れ
た
澄
ん
だ
色
調
を

多
用
す
る
こ
と
な
く
、
色
数
や
明
度
な
ど
も
抑
制
さ

れ
た
作
品
が
多
い
。
そ
の
分
、
彫
と
摺
の
技
の
妙
に

鑑
賞
者
の
眼
は
誘
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
続
く

光
逸
の
作
品
に
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
版
元
土
井

貞
一
の
指
示
、
彼
の
個
性
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
巴
水
自
身
は
、
作
品
の
制
作
発
表
を
旺
盛

に
続
け
た
。
海
外
へ
の
発
信
や
技
術
の
継
承
に
も
心

を
砕
い
た
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
、

文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
無
形
文
化
課
で
の
依
頼

に
よ
り
版
画
技
術
記
録
を
作
成
し
、
下
絵
な
ど
も
ふ

く
め
て
永
久
保
存
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
象

徴
的
な
よ
う
に
、
長
年
に
わ
た
り
、
近
代
木
版
画
の

第
一
人
者
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。
昭
和

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、東
京
都
大
田
区
で
没
し
た
。

No.2 ―5　春之雪（京之清水）　〈校合摺〉

No.2 ―６　夜之池畔（不忍池）
No.2 ―４　春之雪（京之清水）
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土
屋 

光
逸

　

版
画
の
面
白
み
は
、「
複
製
」
す
る
こ
と
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
芸

術
が
一
点
制
作
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
評
価
す
る
こ
と
は
真
で
あ
る
が
、

同
時
に
複
製
す
る
こ
と
の
面
白
み
も
成
立
す
る
。
本
頁
に
ま
と
め
た

光
逸
《
牛
込
神
楽
坂
》
が
そ
の
事
実
を
示
唆
す
る
。
頁
上
に
あ
る
作

品
が
、
昭
和
十
四
年
の
い
わ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
あ
る
。
左
下
に
あ

る
作
品
は
、
割
烹
「
藤
井
」
の
提
灯
を
版
元
の
姓
で
あ
る
「
土
井
」

に
変
え
た
い
わ
ば
改
版
。
そ
し
て
そ
の
右
隣
す
な
わ
ち
中
央
に
あ
る

作
が
貞
一
の
次
の
店
主
英
一
主
導
に
よ
る
再
版
。
さ
ら
に
そ
の
再
版

が
右
端
の
作
品
と
な
り
、
提
灯
か
ら
漏
れ
る
赤
い
光
が
雨
に
濡
れ
た

道
に
反
射
す
る
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。

　

土
井
利
一
氏
は
、
同
じ
姓
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
縁
か
ら

琴
線
に
触
れ
本
作
を
蒐
集
し
、
以
後
、
光
逸
に
魅
了
さ
れ
蒐
集
し
、

光
逸
コ
レ
ク
タ
ー
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
改
版
が

評
価
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
絵
師
ば
か
り
で
な
く
、
版
元
や

作
品
周
囲
の
人
々
の
再
解
釈
な
ど
が
、
ひ
と
つ
の
版
か
ら
多
様
な
作

品
を
生
み
出
す
。
こ
れ
が
版
画
の
ひ
と
つ
の
魅
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

摺
を
新
た
に
し
た
作
品
は
、
紙
や
絵
の
具
の
色
が
素
直
に
美
し
い
。

古
び
と
い
う
美
は
認
め
る
が
、
経
年
変
化
に
よ
る
紙
の
黄
変
、
絵
の

具
の
退
色
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
版
画
は
、
版
が
あ
れ
ば
、
新
た
な

紙
と
絵
の
具
で
「
再
生
」
す
る
こ
と
が
可
能
と
も
い
え
る
。

　

浮
世
絵
、
版
画
の
研
究
の
観
点
で
は
、「
初
摺
」
が
重
要
視
さ
れ
、

市
場
に
お
い
て
も
珍
重
さ
れ
る
。
し
か
し
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、「
後
摺
」
を
否
定
す
る
、
評
価
し
な
い
と
い
う
態

度
は
決
し
て
正
し
い
と
は
言
え
ま
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
新
版
画
は

ま
だ
ま
だ
研
究
が
浅
く
、
初
摺
や
後
摺
の
違
い
な
ど
も
厳
密
に
論
じ

切
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
研
究
と
し
て
の
厳
密
さ
を
追
求
し
つ

つ
、
同
時
に
後
摺
の
存
在
や
性
格
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
木
版
画
に

よ
り
親
し
む
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

土
屋
光
逸
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
現
在
の
静
岡
県
浜

松
市
に
生
ま
れ
た
。
同
十
七
年
に
上
京
し
仏
門
に
入
る
も
の
の
不

向
き
と
判
断
さ
れ
、
印
判
屋
に
修
行
に
出
る
。
し
か
し
、
絵
描
き

に
な
る
こ
と
を
希
望
し
、
同
十
九
年
、
作
家
鶯
亭
金
升
の
紹
介
で

小
林
清
親
（
一
八
四
七
～
一
九
一
五
）
に
入
門
し
た
。
清
親
は
明

治
浮
世
絵
の
巨
匠
の
一
人
。
師
の
も
と
で
修
行
す
る
と
同
時
に
、

小
林
家
の
内
向
き
の
仕
事
を
積
極
的
に
担
っ
た
。

　

最
初
期
の
作
品
と
し
て
、
日
清
戦
争
に
取
材
し
た
錦
絵
が
確
認

さ
れ
る
も
の
の
、ほ
ど
な
く
錦
絵
自
体
が
下
火
と
な
っ
た
た
め
か
、

こ
れ
以
外
の
作
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
は
主
に
石
版
画

制
作
に
従
事
し
た
が
、
明
治
後
半
か
ら
は
相
次
ぐ
家
族
や
師
清
親

と
の
死
別
、
自
身
の
病
気
な
ど
長
く
不
遇
の
時
代
が
続
い
た
。
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
以
後
は
、
中
国
へ
輸
出
す
る
た
め
の
絹
絵

を
主
に
描
い
て
い
た
と
い
う
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
還
暦
を
過
ぎ
、
新
版
画
を
発
表
し
た
。

こ
こ
か
ら
が
光
逸
の
作
家
と
し
て
の
短
い
絶
頂
期
と
い
え
る
。
本

図
録
で
は
、
主
要
版
元
で
あ
る
土
井
版
画
店
か
ら
版
行
さ
れ
た
作

品
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
充
実
し
た
連
作
「
東
京

風
景
」
を
冒
頭
に
示
す
。
師
で
あ
る
清
親
が
得
意
と
し
た
光
線
画

を
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
、
夜
景
、
雨
、
水
辺
の
主
題
が
頻
出
す
る
。

水
の
都
江
戸
の
姿
を
継
承
し
た
明
治
東
京
は
、
関
東
大
震
災
と
そ

の
復
興
に
よ
り
、
そ
の
姿
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
新
た
に
立
ち

上
が
る
都
市
像
と
と
も
に
、
そ
の
記
憶
を
懐
古
的
に
描
き
出
す
点

が
、
光
逸
作
品
の
特
徴
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
光
逸
は
、
明
治

錦
絵
と
大
正
そ
し
て
昭
和
の
新
版
画
を
つ
な
ぐ
存
在
と
い
え
る
。

土
屋
光
逸

土
屋
光
逸

No.2 ―41　請和使談判之図

No.2 ―42　征清軍隊奉迎之図

No.2 ―43　鎮遠号縦覧之図No.2 ―46　唐美人No.2 ―47　鍾馗

No.2 ―45　菖蒲

No.2 ―44　北海道大沼公園

上：No.2 ―48　牛込神楽坂　土井貞一版〈戦前初版〉
左：No.2 ―49　牛込神楽坂　土井版画店版〈戦後直後摺〉
中：No.2 ―50　牛込神楽坂　浜松堂版〈昭和 40 年代〉
右：No.2 ―51　牛込神楽坂　土井英一版〈平成摺〉
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ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト
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本
頁
下
に
示
す
「
東
京
百
景
」
の
頒
布
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
当
時
の
浮
世
絵
研
究
の
権
威
だ
っ

た
東
京
帝
国
大
学
教
授
藤
懸
静
也
が
序
を
記
し
、

日
本
人
に
は
で
き
な
い
新
た
な
版
画
の
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。
藤
懸
自
身
の
理
解
で
も
あ
っ
た

ろ
う
が
、
版
元
土
井
貞
一
が
そ
う
言
わ
し
め
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
土
井
貞
一
が
ヌ

エ
ッ
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
を
新
版
画
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
経
緯
も
ま
た
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
静
岡
高
等
学
校
時
代
の
教
え
子
が
貞
一
の

息
子
だ
っ
た
と
い
う
縁
に
よ
る
。
貞
一
ら
は
ス

ケ
ッ
チ
の
版
画
化
に
あ
た
り
、
ヌ
エ
ッ
ト
と
と
も

に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ヌ
エ
ッ
ト
自
身
の
言
葉
に
は
、
自
身
の
ス
ケ
ッ

チ
が
版
画
に
な
る
こ
と
へ
の
素
直
な
喜
び
が
吐
露

さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
日
本
へ
の
憧
れ
の
原
点

に
あ
っ
た
の
が
広
重
の
風
景
版
画
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、「
か
く
て
私
は
、
竟
に
大
廣
重
の
小
後
継
者

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
記
す
。
138
頁
等
に
示

す
と
お
り
、
そ
の
墓
石
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
、

広
重
へ
の
強
い
思
慕
が
う
か
が
え
る
。
制
作
面
で

も
、
た
と
え
ば
「
日
本
橋
」
は
「
名
所
江
戸
百
景　

大
は
し
あ
た
け
の
夕
立
」
を
強
く
意
識
し
た
こ
と

は
疑
い
な
い
。

　

な
お
、
戦
後
、
土
井
英
一
に
代
替
わ
り
し
て
か

ら
、「
東
京
風
景
木
版
画
集
」
と
題
し
て
本
作
を

新
た
に
頒
布
し
て
も
い
る
。
そ
の
折
の
広
告
に
参

考
と
な
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
付
記
し
て

お
く
。
そ
こ
に
は
各
図
の
「
手
摺
度
数
」
が
掲
載

さ
れ
、
た
と
え
ば
「
浅
草
寺
」
が
最
も
多
く
六
〇

度
、
最
も
少
な
い
「
桔
梗
門
」
で
四
八
度
、
概
し

て
五
十
度
前
後
の
工
程
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。次
頁
や
93
～
94
頁
に
示
す
校
合
刷
な
ど
か
ら
、

そ
の
複
雑
な
工
程
を
想
像
し
て
欲
し
い
。

　

ま
た
前
頁
で
示
し
た
よ
う
に
墨
版
一
色
摺
と
思

し
き
異
版
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
墨
色

だ
け
で
階
調
を
か
え
た
版
を
複
数
重
ね
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
単

色
と
す
る
こ
と
で
ヌ
エ
ッ
ト
の
線
を
よ
り
直
接
的

に
味
わ
う
異
版
が
制
作
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
版

元
土
井
版
画
店
の
ヌ
エ
ッ
ト
に
対
す
る
理
解
の
深

さ
を
証
明
し
よ
う
。No.2 ―162　東京風景　明治神宮〈校合摺〉No.2 ―163　東京風景　靖国神社〈校合摺〉 No.2 ―161　東京風景　不忍池〈校合摺〉

No.2 ―132　東京風景　目録

No.2 ―157　「東京百景」頒布会リーフレット
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No.2 ―133　東京風景　桔梗門
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